



は じ め に















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（創世記 31章 14～ 15節）3
 1 
 2 創世記 31:19，34，35，士師記 17:5，18:14，17，18，20，サムエル記上 15:23，19:13，16，列王
記下 23:24，エゼキエル書 21:26，ホセア書 3:4，ゼカリヤ書 10:2。
 3 本論における聖書引用は新共同訳による。



























 5 R. L. Harris, G. L. Archer, Jr. and B. K. Waltke eds., Theological Wordbook of the Old Testament 
（Chicago : Moody Press, 1980）, 2:1368. 
 6 Rabbi Meir Zlotowitz trans. and Rabbi Nosson Scherman ed., Bereishis Genesis, I（b） （Brooklyn, 
N.Y. : Mesorah Publications, 1986）, 1344., G. J. Wenham, Genesis 16-50, Word Biblical Commentary 2 
（Dallas, Texas : Word Books, 1994）, 273.　 
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ら trpの三子音が語根であると想定された。しかし，trpは，BDB 13 や HALOT 14 に記載さ
れておらず，旧約聖書では使われていない語である。E. F. de Wardは，テラフィムの使用
が明確に禁止された時代，すなわち，聖書ヘブル語以降の後期へブル語において使われた
単語  trp「不快なこと，みだらなこと｣（obscenity） が語根であると想定した｡15 しかし，後
期ヘブル語の trpが聖書ヘブル語の テラフィムに遡って出現するとの想定は困難であろう｡16
　他方，C. J. Labuschagne は，テラフィムの語根として ptr「解釈する｣（to interpret）を
想定し，夢の解釈を行う占いの重要な道具としてテラフィムが用いられたと考えた。ptr 
から trpへの変形については，後代においてテラフィムが偶像として忌避されたことに起
因する婉曲蔑称 （cacophemy）による子音置換 （methathesis） であると論じた｡17 しかし， 
10 
11 Wenham, Genesis 16-50, 281.　 
12 Gerhard von Rad, Genesis, The Old Testament Library （Philadelphia : The Westminster Press, 1972）, 
159.
13 BDB〔F. Brown, s. R. Driver and C. A. Briggs, A Hebrew and English Lexicon of the Old Testament 
（Oxford : Clarendon, 1907.）〕
14 HALOT〔W. Baumgartner, The Hebrew and Aramaic Lexicon of the Old Testament, trans. by M. E. J. 
Richardson （Leiden : E. J. Brill, 1994-2000）.〕
15 E. F. de Ward, “Superstition and Judgment : Archaic Methods of Finding a Verdict,” Zeitschrift für die 
alttestamentliche Wissenschaft 89 （1977）, 5., Hoffner は，Targumsに見いだされると言及している。
Harry A. Hoffner, Jr., “The Linguistic Origins of Teraphim,” Bibliotheca Sacra 124 （1967）, 234., Harry A. 
Hoffner, Jr., “Hittite TARPIŠ and Hebrew TERA‾PHÎM,” Journal of Near Eastern Studies 27 （1968）, 61., 現
代へブル語において  は ｢空白｣ ｢恥部｣ ｢弱点｣ などの意味で使われている。Arie Comey and 
Naomi Tsur, New User-Friendly Hebrew-English Dictionary （Tel Aviv, Israel : Achiasaf Publishing House, 
1997）, 669.
16 Hoffner, “The Linguistic Origins of Teraphim,” 234. 
17 C.L. Labuschagne, “TERAPHIM-A New Proposal for its Etymology,” Vetus Testamentum 16 （1966）, 
116.
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H. A. Hoffner は，Labuschagne の想定した子音置換の現象が他に例を見ないこと，また，
ptrym が旧約聖書に見いだせないことを理由に ptrを テラフィムの語根と想定する考えに
賛同しなかった｡18 また，Hoffner は，rp’ 「癒す｣（to heal） を語根と想定する考えに関して




　さらに Hoffner は，Benno Landsberger による先行研究，すなわち，ヒッタイト語の名
詞 tarpi- とテラフィムの関連性を指摘した Landsberger の米国オリエント学会における研
究発表，および，Heinrich Otten の研究，すなわち，アッカド語の lamassu と šēdu がヒッ
タイト語の annariš と tariš に対応するとの研究成果，および，Wolfram von Soden の研究，
すなわち，lamassu と šēdu が紀元前一千年期と二千年期の文書では「保護を与えるか危害
を加えるかのいずれかを行う神々か霊」の意味で用いられたとの研究成果を援用し，次の
ように考察した。すなわち，ヒッタイト語の名詞 tarpi- の単数主格 tarpiš を悪霊と解し，
tarpi- が tarpu の発音で伝わり，へブル語の音韻発展過程を経て tereph となり，その複数








18 Harry A. Hoffner, Jr., “The Linguistic Origins of Teraphim,” Bibliotheca Sacra 124 （1967）, 233.
19 オールブライトは，rp’を語根と想定している。W. F. オールブライト『古代パレスティナの宗教』
小野寺幸也訳，日本基督教団出版局，1978年〔Yahweh and the Gods of Canaan, 1968〕331頁 （註 43）｡
20 E. A. Speiser, Genesis, Anchor Bible, 1 （Garden City, N. Y. : Doubleday, 1964）, 245.
21 Hoffner, “The Linguistic Origins of Teraphim,” 233-4.
22 Harry A. Hoffner, Jr., “Hittite TARPIŠ and Hebrew TERA‾PHÎM,” Journal of Near Eastern Studies 27 
（1968）, 63-67., Hoffner, “The Linguistic Origins of Teraphim,” 237.
23 TDOT〔G. L. Botterweck and H. Ringgren （eds.） Theological Dictionary of the Old Testament.　Vol. 1- 
（Grand Rapids : W. B. Eerdmans. 1974-）〕, 15:779-81., Anne E. Draffkorn, “ILA‾NI/ELOHIM,” Jounal of 
Biblical Literature 76 （1957）, 216-18., Moshe Greenberg, “Another Look at Rachel’s Theft of the 
Teraphim,” Jounal of Biblical Literature 81 （1962）, 241-42.
5テラフィムの実相
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工人に命じて作らせた彫像 28 と鋳像 29 をも所有していた（17:4）｡  ミカは，それらに加え
24 TDOT, 15:780-81., Karel van der Toorn, “The Nature of the Biblical Teraphim in the Light of the 
Cuneiform Evidence,” Catholic Biblical Quarterly 52 （1990）, 221-22., A. Tukimoto, “Emar and the Old 
Testament,” Annual of the Japanese Biblical Institute 15 （1989）, 9-12.
25 Thomas L. Thompson, The Historicity of the Patriarchal Narratives, Beiheft zur Zeitschrift für die 
alttestamentliche Wissenschaft 133 （New York : Walter de Gruyter, 1974）, 280.
26 “Though plural in form, this word may designate either one or more idols.　In Gen. 31:19, 34-35, the 
teraphim are small and portable, and easily stolen and concealed.　They are the household gods of Laban 
















を知る手段だった（サム上 28:6）｡  ただし，使用については祭司に限定されていた（民
27:21， エズ 2:63， ネへ 7:65）｡  祭司職はレビ部族が担当していた。それゆえ，ミカがレビ




































見よ，聞き従うことはいけにえにまさり， 　  
耳を傾けることは雄羊の脂肪にまさる。    　　　　
（22節後半部）










の罪」 37であることも表現され，さらに，同義平行法によって ｢偶像崇拝｣  38であるとも表
現されている｡39 ｢偶像崇拝｣ を直訳するならば「罪とテラフィム」 40であり，すなわち，
テラフィムが罪と二詞一意 41 で表記されている。また，「占い｣ 42と同義関係になっている
のである。
　｢占い｣ という用語は，旧約聖書において 11回使用されている｡43 例えば，長老たちが
バラクの依頼をバラムに取り次ぐ場面において ｢占いの礼物を携えて｣（民 22:7）44 と表現
されている。バラムは占いの報酬を受け取る者だったのだろう。バラムは依頼人の期待に
反し「ヤコブのうちにまじないはなく，イスラエルのうちに占いはない｣（23:23） と語っ
ている。その言葉の中で，特に，占い45  がまじない46  と同義的に使われている。すなわち，









36 : double duty
37 
38 
39 David T. Tsumura, The First Book of Samuel, New International Commentary on the Old Testament 




43 民数記 22:7，23:23，申命記 18:10，サムエル記上 15:23，列王記下 17:17，箴言 16:10，エレミヤ















ミカルはテラフィムを取り      　　　           







（16節）         
ここで「毛｣49と邦訳されている用語は，旧約聖書では当該箇所の二回しか出現していな
い単語である。睡眠中の人の顔に虫除けのためにかけられたキルトのような編んだ物との







50 Theological Wordbook, 1 : 429., Tsumura, The First Book of Samuel, 494.
51 E. F. de Ward, “Superstition and Judgment : Archaic Methods of Finding a Verdict,” Zeitschrift für die 














　　　　　　　　　　　　　　           （列王記下 23章 24節前半）
ここに表記されている「口寄せ」 52 と「霊媒」 53 の二語は，旧約聖書においてしばしば対
句的に記載されている｡54 また，｢偶像｣ 55 と ｢憎むべきもの｣ 56 の二語も併記されている
箇所がある｡57  しかし，これら 4つの用語とテラフィムが併記されている箇所は，列王記
下 23章 24節以外にはない。すなわち，テラフィムは，霊媒，口寄せ，偶像，忌むべき物
などの用語では表現できないものを表現するために記されたと想定される。




54 レビ記 19章 31節，20章 6節，27節，申命記 18章 11節，サムエル記上 28章 9節，列王記下 21
章 6節，イザヤ書 8章 19節，19章 3節，歴代誌下 33章 6節。
55 
56  
57 ，申命記 29章 16節。C. F. 
Keil, II Kings, Commentary on the Old Testament in Ten Volumes, no. 3, James Martin tran. （Grand 







 （列王記下 21章 6節）
























61 ダマスカスにおける「王の道」でのことであったと推察される。Leslie C. Allen, Ezekiel 20-48, 
























62 J. Tromp は，テラフィムが 10章 1節の内容を語ったと解した。すなわち，偽預言者のように「求
めるならば主が雨を降らせる」という平和を告げたと解した。しかし，彼の解釈は，ゼカリヤ 10章
1-2節を挿入句と考え，9章の文脈から 10章 1-2節を独立させなければならないという困難がある。 
Johannes Tromp, “Bad Divination in Zechariah 10 : 1-2,” in The Book of Zechariah and Its Influences, 




























67 Toorn, “The Nature of the Biblical Teraphim in the Light of the Cuneiform Evidence,” 211.
68 津村俊夫「『ヤハウェと彼のアシェラ』─古代イスラエルにおける一神教と多神教─」『旧約学研究』
第 3号，2006年，11頁。
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